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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第41期
第３四半期
連結累計期間

第42期
第３四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日

自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日

自 平成24年３月１日
至 平成25年２月28日

売上高 (千円) 30,474,180 30,618,136 40,814,538

経常利益 (千円) 779,586 901,621 1,224,060

四半期(当期)純利益 (千円) 403,026 477,011 627,370

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,111,391 198,003 1,794,254

純資産額 (千円) 17,510,029 17,987,671 18,192,831

総資産額 (千円) 34,931,944 37,363,426 35,435,795

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 28.03 33.18 43.64

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 49.8 47.8 51.0
 

　

回次
第41期
第３四半期
連結会計期間

第42期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年９月１日
至 平成24年11月30日

自 平成25年９月１日
至 平成25年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 6.27 8.67
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

(1)業務提携基本契約

契約会社名 相手方の名称 契約の名称 契約内容 契約期間

セントラル警備保

障㈱(当社)

東日本旅客鉄道

㈱

 (ＪＲ東日本)

業務提携基本

契約書

当社との資本提携及びＪＲ東日本グ

ループに対する警備サービスの提供に

関する業務提携（対価：物件ごとの個

別警備契約書による）。

平成９年12月18日

締結、以後1年ご

との自動更新

 

　

　
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループが判断したもの

であります。

(1) 業績の状況

（経営成績）

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アベノミクス効果による円高水準の是正や株価

の上昇などを背景に、企業業績や個人消費が改善され、景気回復への明るい兆しが感じられるように

なりました。しかしながら、欧州債務危機や新興国の経済減速懸念などの不安要素もあり、依然とし

て先行きが不透明な状況で推移しました。

当警備業界におきましては、体感治安の悪化などを背景に、安全・安心を求めるニーズは高いもの

の、引き続き価格競争の激しい大変厳しい経営環境に置かれております。

このような状況の中、当社グループは中期経営計画に掲げる画像関連サービスの拡販と鉄道会社向

け警備サービスの営業力の強化に注力すると共に、筋肉質で競争力のあるパワフルな企業を目指して

まいりました。また、収益面においては、低採算契約の見直し、経費面においては、販売費及び一般

管理費の細かな見直しなどを行い、収益力向上に取り組んでまいりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高は306億１千８百万

円（前年同期比0.5％増）となりました。利益面につきましては、営業利益７億８千６百万円（前年

同期比18.0％増）、経常利益９億１百万円（前年同期比15.7％増）、四半期純利益４億７千７百万円

（前年同期比18.4％増）となりました。

EDINET提出書類

セントラル警備保障株式会社(E04799)

四半期報告書

 3/17



　

セグメントごと及び業務別の業績は次のとおりであります。

① セキュリティ事業

常駐警備部門につきましては、臨時警備が堅調だったこともあり、当第３四半期連結累計期間の売

上高は156億５千５百万円（前年同期比1.1％増）となりました。

機械警備部門につきましては、厳しい企業間競争の中、売上増と解約防止に努めた結果、当第３四

半期連結累計期間の売上高は98億５千８百万円（前年同期比1.5％増）となりました。

運輸警備部門につきましては、集配金サービスに尽力した結果、当第３四半期連結累計期間の売上

高は20億５千４百万円（前年同期比1.0％増）となりました。

工事・機器販売部門につきましては、鉄道系ＩＣカードが利用できる入退室管理システム

「centrics（セントリックス）シリーズ」は引き続き堅調であったものの、大型案件が減少したこと

もあり、当第３四半期連結累計期間の売上高は22億６千６百万円（前年同期比7.2％減）となりまし

た。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間のセキュリティ事業セグメントの売上高は298億３千４

百万円（前年同期比0.5％増）、セグメント利益（営業利益）は６億３千３百万円（前年同期比

16.3％増）となりました。

② ビル管理・不動産事業

ビル管理・不動産事業につきましては清掃業務や電気設備の保安業務等の建物総合管理サービス及

び不動産賃貸を中心に事業を行っております。当第３四半期連結累計期間のビル管理・不動産事業セ

グメントの売上高は７億８千３百万円（前年同期比1.5％減）、セグメント利益（営業利益）は１億

５千２百万円（前年同期比25.7％増）となりました。

　

（財政状況）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ19億２千７百万円増加し、373

億６千３百万円（前連結会計年度末比5.4％増）となりました。その主な内容は、現金及び預金の増

加14億４千１百万円、未収警備料の増加１億３千３百万円、有価証券の増加３億円、貯蔵品の増加２

億５千７百万円、受取手形及び売掛金の減少１億９千８百万円、投資有価証券の減少４億５千７百万

円などであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ21億３千２百万円増加し、193億７千５百万円（同12.4％増）と

なりました。その主な内容は、短期借入金の増加２億９百万円、未払法人税等の増加１億３千２百万

円、預り金の増加10億３千２百万円、賞与引当金の増加６億７千５百万円、長期借入金の減少４億２

千９百万円などによるものです。

純資産は、利益剰余金の増加７千４百万円、その他有価証券評価差額金の減少２億９千８百万円な

どにより、前連結会計年度末に比べ２億５百万円減少し、179億８千７百万円（同1.1％減）となりま

した。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　
(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間において、当社グループにおける研究開発活動の状況に重要な変更はあ

りません。

　

(4) 生産、受注及び販売の状況

（生産実績）

当社グループは生産活動を行っておりませんが、当第３四半期連結会計期間末日現在実施中のセグメ

ントごとの契約件数は、次のとおりであります。なお、当第３四半期連結累計期間において、契約件数

の著しい増減はありません。

 

セグメント名称及び業務別名称 契約件数(件) 前年同四半期比(％)

(セキュリティ事業)   

常駐警備 862 101.7

機械警備 80,909 106.1

運輸警備 2,662 103.8

小計 84,433 105.9

(ビル管理・不動産事業) 388 110.2

合計 84,821 106.0
 

　

（販売実績）

当第３四半期連結累計期間におけるセグメントごとの販売実績は、次のとおりであります。なお、当

第３四半期連結累計期間において、販売実績の著しい増減はありません。

 

セグメント名称及び業務別名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

(セキュリティ事業)   

常駐警備 15,655,056 101.1

機械警備 9,858,370 101.5

運輸警備 2,054,776 101.0

工事・機器販売 2,266,791 92.8

小計 29,834,994 100.5

(ビル管理・不動産事業) 783,142 98.5

合計 30,618,136 100.5
 

　　(注) １　上記金額には消費税等を含んでおりません。

　　２　総販売実績に対する主な相手先別の販売実績の割合が10％未満のため、主要な販売先については記載を

省略しております。

EDINET提出書類

セントラル警備保障株式会社(E04799)

四半期報告書

 5/17



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年11月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,816,692 14,816,692
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 14,816,692 14,816,692 ― ―

 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年９月１日～
平成25年11月30日

― 14,816,692 ― 2,924,000 ― 2,781,500
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(6) 【大株主の状況】

　　　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    平成25年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

― ―
普通株式 440,100

（相互保有株式）

普通株式 15,800

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,331,400 143,314 ―

単元未満株式 普通株式 29,392 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  14,816,692 ― ―

総株主の議決権 ― 143,314 ―
 

(注) １　「単元未満株式」には当社所有の自己株式70株が含まれております。

２　「完全議決権株式(その他)」には、証券保管振替機構名義の株式が2,100株(議決権21個)、「単元未満株式

数」には、同名義の株式が71株含まれております。

　
　

② 【自己株式等】

平成25年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
セントラル警備保障㈱

東京都新宿区西新宿
二丁目４番１号
新宿NSビル

440,100 ― 440,100 3.0

（相互保有株式）
㈱トーノーセキュリティ

岐阜県多治見市
上野町五丁目
38番１号

15,800 ― 15,800 0.1

計 ― 455,900 ― 455,900 3.1

 

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年９月１

日から平成25年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成25年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,660,273 9,101,322

受取手形及び売掛金 669,125 470,997

未収警備料 3,542,529 3,676,300

有価証券 － 300,000

貯蔵品 625,251 883,080

その他 2,728,666 3,252,586

貸倒引当金 △13,559 △10,709

流動資産合計 15,212,287 17,673,578

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,810,998 5,816,177

減価償却累計額 △2,510,354 △2,673,556

建物及び構築物（純額） 3,300,644 3,142,621

警報機器及び運搬具 11,343,902 11,668,460

減価償却累計額 △8,897,539 △9,170,494

警報機器及び運搬具（純額） 2,446,363 2,497,966

土地 2,955,980 2,955,980

その他 1,198,726 1,246,274

減価償却累計額 △896,297 △962,314

その他（純額） 302,429 283,960

有形固定資産合計 9,005,418 8,880,529

無形固定資産 1,473,011 1,328,955

投資その他の資産

投資有価証券 6,350,507 5,893,485

その他 3,431,670 3,623,976

貸倒引当金 △37,099 △37,099

投資その他の資産合計 9,745,078 9,480,362

固定資産合計 20,223,507 19,689,847

資産合計 35,435,795 37,363,426
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,222,840 1,126,717

短期借入金 1,131,979 1,341,828

未払法人税等 368,693 501,626

前受警備料 275,495 271,126

預り金 4,879,713 5,912,028

賞与引当金 840,257 1,515,787

役員賞与引当金 43,600 32,575

その他 2,584,015 3,385,320

流動負債合計 11,346,594 14,087,010

固定負債

長期借入金 2,336,500 1,907,128

退職給付引当金 148,853 158,223

役員退職慰労引当金 28,715 33,895

資産除去債務 217,495 218,511

その他 3,164,804 2,970,983

固定負債合計 5,896,369 5,288,743

負債合計 17,242,963 19,375,754

純資産の部

株主資本

資本金 2,924,000 2,924,000

資本剰余金 2,784,157 2,784,157

利益剰余金 9,662,046 9,736,500

自己株式 △394,292 △394,898

株主資本合計 14,975,910 15,049,759

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,115,581 2,816,896

繰延ヘッジ損益 △8,312 △5,741

その他の包括利益累計額合計 3,107,269 2,811,154

少数株主持分 109,651 126,757

純資産合計 18,192,831 17,987,671

負債純資産合計 35,435,795 37,363,426
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

売上高 30,474,180 30,618,136

売上原価 24,674,404 24,526,104

売上総利益 5,799,776 6,092,032

販売費及び一般管理費

給料及び手当 2,109,318 2,169,253

賞与引当金繰入額 323,321 386,790

役員賞与引当金繰入額 27,875 30,875

退職給付費用 72,126 55,755

その他 2,600,686 2,662,798

販売費及び一般管理費合計 5,133,327 5,305,473

営業利益 666,449 786,558

営業外収益

受取利息 1,838 875

受取配当金 109,498 126,436

受取保険料 25,791 19,605

その他 46,961 36,464

営業外収益合計 184,089 183,382

営業外費用

支払利息 60,807 54,794

その他 10,145 13,524

営業外費用合計 70,952 68,319

経常利益 779,586 901,621

特別利益

固定資産売却益 － 226

特別利益合計 － 226

特別損失

固定資産除却損 1,190 1,196

減損損失 968 －

特別損失合計 2,158 1,196

税金等調整前四半期純利益 777,427 900,651

法人税、住民税及び事業税 669,509 686,832

法人税等調整額 △305,240 △278,167

法人税等合計 364,269 408,665

少数株主損益調整前四半期純利益 413,158 491,986

少数株主利益 10,132 14,974

四半期純利益 403,026 477,011
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 413,158 491,986

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 694,810 △297,820

繰延ヘッジ損益 3,421 3,837

その他の包括利益合計 698,232 △293,983

四半期包括利益 1,111,391 198,003

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,099,801 180,897

少数株主に係る四半期包括利益 11,589 17,106
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。
　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。
　

【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後に取得し

た有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響額は軽微であります。
 

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な
お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び
のれんの償却額は、次のとおりであります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

減価償却費 1,019,079 千円 1,075,520 千円

のれんの償却額 12,470 千円 12,470 千円
 

　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年11月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月24日
定時株主総会

普通株式 201,286 14.00 平成24年２月29日 平成24年５月25日 利益剰余金

平成24年10月12日
取締役会

普通株式 201,282 14.00 平成24年８月31日 平成24年10月29日 利益剰余金
 

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計
期間の末日後となるもの
該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月23日
定時株主総会

普通株式 201,280 14.00 平成25年２月28日 平成25年５月24日 利益剰余金

平成25年10月11日
取締役会

普通株式 201,277 14.00 平成25年８月31日 平成25年10月28日 利益剰余金
 

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計
期間の末日後となるもの
該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額
(注２)

セキュリティ
事業

ビル管理・
不動産事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 29,678,721 795,459 30,474,180 ― 30,474,180

 セグメント間の内部売上高又は振替高 3,177 207,703 210,880 △210,880 ―

計 29,681,899 1,003,162 30,685,061 △210,880 30,474,180

セグメント利益 545,076 121,372 666,449 ― 666,449
 

(注) １．調整額△210,880千円は、セグメント間取引消去によるものです。

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

重要性が乏しいため、記載を省略しております。
　

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。
　

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額
(注２)

セキュリティ
事業

ビル管理・
不動産事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 29,834,994 783,142 30,618,136 ― 30,618,136

 セグメント間の内部売上高又は振替高 3,750 214,864 218,614 △218,614 ―

計 29,838,744 998,006 30,836,751 △218,614 30,618,136

セグメント利益 633,952 152,605 786,558 ― 786,558
 

(注) １．調整額△218,614千円は、セグメント間取引消去によるものです。

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴
い、第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後
の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人
税法に基づく方法に変更しております。

　これによる当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 28円03銭 33円18銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 403,026 477,011

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 403,026 477,011

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,377 14,376
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第42期(平成25年３月１日から平成26年２月28日まで)中間配当について、平成25年10月11日開催の取締

役会において、平成25年８月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

① 配当金の総額                               201,277千円

② １株当たりの金額                                  14円

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成25年10月28日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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平成２６年１月７日

有限責任監査法人トーマツ  

指定有限責任社員  
公認会計士　　石　井　 　哲　也　　㊞

業 務 執 行 社 員  

指定有限責任社員  
公認会計士　　鈴　木　　　 　努　　㊞

業 務 執 行 社 員  

独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

　
 

セントラル警備保障株式会社

取　締　役　会　御　中
 

　

 

　

 

　

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセ
ントラル警備保障株式会社の平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結
会計期間(平成25年９月１日から平成25年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年３月１日か
ら平成25年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益
計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セントラル警備保障株式会社及び連結子会
社の平成25年11月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正
に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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